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59 【街の散策からの気づき発見】 

 東京駅から丸の内仲通り散策 

                                                          会員 K.T. 

 昔の仲間との OB昼食会に参加するため、久しぶりに東京駅 

にきている。場所が有楽町某レストランであることから東京駅 

から有楽町まで、丸の内側を散歩しょうと思った。東京の地名 

は響きがいい名称が多い。そして、地名に歴史がある。 

「東京」という名称は明治維新で首都を京都から江戸へ移す 

にあたり、「東の都（みやこ）」の意味で明治元年(1868)に名付 

けられた。「丸の内」という名称は、江戸城の御曲輪内（おくるわ 

うち）に位置していたことに由来し、昭和４年(1929)に町名とな 

った。「有楽町」という名前は、江戸時代の織田有楽斎に由来 

し、有楽斎が数寄屋橋御門の周辺に屋敷を拝領し、その屋敷 

跡が有楽原と呼ばれていたことから、明治時代に「有楽町」と 

名づけられた。丸の内側の駅前広場から写真をとった。平日 

１１時頃、駅前に大勢の人がいた。７割ぐらいが外国人と思わ 

れる。いろいろな国の言葉が飛び交っていた。東京駅は東京の 

中央駅として機能しており、駅舎は重要文化財となっている。 

駅舎の開業は大正３年(1914)、日本近代建築家・辰野金吾の 

設計、鉄骨構造レンガ造り、長さ３３５ｍ、高さ４５ｍ、延床面積 

２万３９００㎡、両翼に２つのドームをもつ、ヨーロッパ建築を思 

わせる煉瓦造りの日本最大級の欧風近代建築となっている。 

太平洋戦争で、南北のドーム屋根と３階の大部分を消失するも 

終戦後、焼け残った部分でドーム屋根は八角形の屋根で再建 

された。平成１５年(2003)に駅舎は国の重要文化財に指定され、 

長期保存のためと戦禍で失われた３階部分のドーム屋根を大正３年当時の姿に復元する大工事が平成１９

年(2007)から着工され、平成２４年(2012)に完了した。現在の東京駅は、総面積１８２千㎡、一日平均乗車人

員約４６万人、運転本数４千本、ホーム数２８本（2020年 1 月 1日現在 東京駅 HP）、東京駅は日本の近代

化を象徴する建築物として、観光スポットになっている。外国人が多いのもうなずける。 

さて、丸の内仲通りを有楽町方面へプラプラと散策する。仲通りの道路は平日 11：00～15:00、土日祝日

は 11:00～17:00まで歩行者天国として開放されて、「丸の内仲通りアーバンテラス」として車を規制して、テラ

ス席を設け、憩いの場にしているらしい。１１時ごろだったので、通行止めの柵をもっている人、テーブルや

椅子をセットしている高齢者の人達があわただしく働いていた。自由に無料で休憩できるようだ。テーブルに

貼られているシートには、「丸の内仲通りを歩いて楽しい空間へ～大丸有まちの声プロジェクト～まちに集う

人々と共に育むまちづくり～   「QR コード」   大手町・丸の内・有楽町地区まちづくり協議会 」、とある。 

先ほど、慌ただしくテーブルや椅子をセットしていた人達は、大丸有協議会の関係者のようだ。ここは銀座通

りとは、また違う、落ち着いたおしゃれな感じで都会の散策が楽しめる。大手町から有楽町間の丸の内仲通

り約１．２ｋｍの歩道は、両サイドに樹木が茂り、緑のトンネルのようだ。樹木は関係者達で管理されているら

しい。歩道には「丸の内ストリートギャラリー」と呼ばれる近代彫刻や現代アート作品が展示されており、散策

しながらアートを楽しめる。作品は５年ぐらいで入れ替えるとの事。都会の洒落たお店があり、ウィンドウショ

ッピングやカフェも楽しめる。途中、三菱一号館美術館裏手の「一号館ひろば」では、年配の方々がカフェー

のテーブルにワインボトルを置いてワインを飲みながら談笑していた。集まる人達もおしゃれな感じだ。「スト

リートギャラリー」の作品をみて歩き、アートを楽しんだ。集合までには時間があるのでテラス席のテーブル

の椅子にすわり休憩する。緑のトンネルの下の休憩は人が造った自然空間ながら、癒しの空間を感じた。 
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